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アムール・オホーツクプロジェクト
第1回FS研究会議録
［日時］ 4月19日13:00-4月20日15 : 0 0 
［場所］北海道大学低温科学研究所 3F会議室
［参加者］若土正暁、中塚武、白岩孝行、立花義裕、春山成子、上村雄介、成田英器、荒井
信雄、岩下明裕、柿津宏昭、久万健志、松田裕之、植松光夫、中尾正義、竹内望、
大西秀之、幸島司郎、長尾誠也、的場澄人、橘美由紀（敬称略； 20名）
4月 19日（十） 13:00・18:20
13:00・13:07 あいさつ若土正暁（北大・低温研前所長）
13:07-13:20 自己紹介
13:20・13:55
「アムール・オホーツクフロジェクトの概要説明」
白岩孝行 （北大・低温研）
松田）オホーツク海が特に海洋の生物生産性が高いという話であったが、他と比べて本当
に高いのか？たとえばニューファンドランド沖とか？
白岩）オホーツクが特に高いというのは、北太平洋と合わせて一般的な意味で生産性が高
いという意味で、どこそこと比べて特に高いという比較はしていない。
松田）それでは、オホーツクでは栄養塩を使い切っているとか使い切っていないとかいう
情報はあるのか？
白岩）最初に示した図がそうである。図では小さいが、オホーツク海では硝酸が残ってい
ない。
松田）それをみると、北大西洋はオホーツク海よりは使い切っていないことになる。
白岩）この図でみるかぎりそうである。
中塚）実際問題として、オホーツク海では栄養塩が残っていない。その図は6月のもので
あるが、 7月、 8月には完全に無くなる。これは海洋観測からわかっている。
大西）主にロシア側中心の話であったが、アムール側は中国側にも関わっている。陸域の
環境だとか人間活動を考えると中国側も重要である。それはどうするのか？
白岩）計画では松花江という大きな支流があるので、当然考慮しているが、 FS段階では資
金的な問題から、ロシア側が中心にならざるを得ない。本研究では是非取り上げたい。
農地化の問題はロシア側ではほとんど関係なく、松花江の流域で深刻なので地域として
は重要と考えている。
13:55・14:55
「海洋物理からみたオホーツク海の特質j
若土正暁 （北大・低温研）
植松）オホーツクの海氷面積には Interannualvariationが非常にはっきり出ているが、他
の海域でもそういう変化は見られるのか？たとえば、オホーツクが増えたら他が減ると
かいう現象はあるのか？
若土）よく言われるのはベーリング海の海氷である。オホーツク海と反対の傾向を示す。
オホーツク海の海氷面積を支配しているのはアリューシャン低気圧である。このため、
オホーツクで増えるとベーリングで減るわけである。他の地域についてはわからないが、
オホーツク海ほど氷の面積が変化する地域はないのではないか？
松田）たいへん面白い話でした。オホーツク海から太平洋に出ていく水はアムール川の水
なのか？
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